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      「まちづくり基本構想」「拠点施設のあり方」に 
    あなたのご意見をお寄せください 
 

市では今年度、地域住民との意見交換を通じて伊深地区のまちづくり基本構想を取りまとめ

るとともに、将来に向けてどのような公共施設が必要なのかを展望する活動を進めることとな

りました。 

当協議会も、この活動が従来から市に要望していたコミュニティ施設実現への足がかりにな

るものととらえ、全面的に協力していくことにしました。伊深地区の住民の皆さまにおかれま

しても、今後展開される住民アンケート、ワークショップ（話し合い）などを通じ、よりよい

伊深の将来実現に向けて活発なご意見をお寄せください。 

  

●今後予定されている活動 

●おおまかなスケジュール 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

説明会 アンケート       

 ヒアリング  〇  〇  

 ワークショップ 

  まちづくり基本構想策定   

    拠点施設あり方検討 

情報発信（随時） 

     報告書等とりまとめ 

将来はこうあ

ってほしいよ

ね！ 

伊深 
まちづくり協議会 だより 

伊深の良いと

ころは〇〇〇 

拠点施設には〇〇〇

の機能を備えてほし

いなあ 

こんなご意見を 

お寄せください 

住民アンケート 

ワークショップ（話し合い） 

フィールドワーク 

拠点施設のあり方の検討 

情報発信 

報告書等とりまとめ 
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第 18 回    井上太十郎氏頌徳碑  （上切） 

                    ………………………………………………………………………… 

 

中切公民館の北西に道に向かってせ

り出したような小山があり、ここから

南側に「井上」という字があります。

そして伊深に何軒かある井上姓の家も

このあたりに集中しています。この小

山の東側市道わきに「井上太十郎氏頌

徳碑（しょうとくひ）」が建っています。

この碑は、伊深の歴史上最も力を発揮

した政治家である井上太十郎氏（明治

元・1868～昭和 24・1949）の功績を

後世に語り継ぐため、この地に建てら

れたものです。 

▲井上太十郎氏の肖像画 

氏は明治・大正・昭和の時代を通じて延べ 7回、約 20年間にわたって

伊深村長を務め、その間加茂郡議会議員を 3期、その後昭和 12年からは

当時の加茂郡として初めて岐阜県議会議員にも選出され1期を務めた大物

政治家でした。 

この間、特に、道路、灌漑施設、学校などの整備に大きな指導力を発揮

し、のちに伊深の幹線となる道路の整備を強力に進めたほか、上切地区の

農業用水を確保するため自らの土地を提供して追洞池を建設したり、旧伊

深小学校の西校舎増築などに尽力されました。 

碑は氏の没後すぐ、昭和 24年 5月に伊深村有志 250戸の寄進により建

立されたものです。 

（この稿の取材にあたり、小栗博子氏、渡辺寛氏のご協力をいただきまし

た。この場を借りてお礼申し上げます。） 

 
標柱あり 

 

地域内での最近のトピックスを紹介します 

8.13 今年も納涼夏祭りが盛大に行われました  

実行委員会主催による伊深町納涼夏祭りが 8月 13日、消防団

詰所西の駐車場を会場に行われました。 

今年は、天気の心配もなく、予定どおりに始まった夏祭りは、

日の暮れとともに人が集まり、各種団体が受け持つ出店にも行列

が並ぶほどになりました。会場のあちこちでは普段の知り合同士

で盛り上がったり、久しぶりに会う同級生との再会を喜ぶ姿など

が見かけられました。 

 踊りでは見よう見まねで楽しむ外人さんの姿が見られたほか、

子どもたちの参加が多く見られました。 
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